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（１）事業目的

１．大宮大台ＩＣ関連事業概要

大 宮 大 台 Ｉ Ｃ 関 連 の 全 体 位 置 図

近畿自動車道紀勢線は、大阪府松原市を起点に紀伊半島沿岸を通り三重県多気郡多気町で伊勢自動車道につながる

延長約３３６ｋｍの国土開発幹線自動車道です。

一般国道４２号大宮大台ＩＣ関連は、近畿自動車道紀勢線の大宮大台ＩＣと国道４２号との接続（ランプ接続）を

図るための事業であり、平成１０年度より事業に着手し、平成１８年３月に開通しました。

本事業は、奥伊勢地域（大台町・大紀町周辺）を対象に次の点を主な目的として整備を行いました。

①交通円滑化と交通安全性の向上

②交通の利便性の向上

③生活圏の拡大や地域活性化への寄与
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標 準 断 面 図

単位：ｍｍ

１．大宮大台ＩＣ関連事業概要

●事業名 ： 一般国道４２号 大宮大台ＩＣ関連
わたらいぐんたいきちょうふなき

●起終点 ： （起点）三重県度会郡大紀町舟木
たきぐんおおだいちょうかわい

（終点）三重県多気郡大台町川合

●延長 ： ０．５km

●道路規格 ： ランプ規格（Ｂ規格）

●設計速度 ： ３０km/h

●車線数 ： ２車線

●都市計画決定 ： 平成 ３年度

●事業化 ： 平成１０年度

●用地着手年度 ： 平成１０年度

●工事着手年度 ： 平成１１年度

●全体事業費 ： １９億円

●事業名 ： 一般国道４２号 大宮大台ＩＣ関連
わたらいぐんたいきちょうふなき

●起終点 ： （起点）三重県度会郡大紀町舟木
たきぐんおおだいちょうかわい

（終点）三重県多気郡大台町川合

●延長 ： ０．５km

●道路規格 ： ランプ規格（Ｂ規格）

●設計速度 ： ３０km/h

●車線数 ： ２車線

●都市計画決定 ： 平成 ３年度

●事業化 ： 平成１０年度

●用地着手年度 ： 平成１０年度

●工事着手年度 ： 平成１１年度

●全体事業費 ： １９億円

（２）計画概要

－２－

３,２５０ ３,２５０ ７５０７５０

８,０００
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大宮大台ＩＣ・ランプ橋



◇費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝ ＝

２．費用対効果分析

（１）費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

■費用便益比（Ｂ／Ｃ）

－３－

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費

２８７億円＋６０億円＋５.７億円

２４億円＋２.４億円

※事業費及び維持管理費は現在価値に換算

■費用・事業期間

事 項 事業完了時 備 考

全体事業費 １９億円

事業期間
Ｈ１０年度～Ｈ１７年度

〈事業期間８年〉

事 項 供用前 供用後 変化 備 考

交通量
国道42号 20,200台/日（H17） 14,200台/日（H18) 6,000台/日 減少 IC供用により、交通が転換し、

国道42号の交通量が減少ICランプ － 4,900台/日（H18)

■施設の利用状況

注）交通量 供用前：H17センサス
供用後：H18年6月交通量調査

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

■当該事業の事業化年度は平成10年度であり、新規採択時評価は実施されていない。

また、事業完了は平成17年度であるため再評価も実施されていない。

＝ ＝１３．６
３５３億円

２６億円
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３．評価の視点

（１）事業効果の発現状況

１）奥伊勢地域の交通円滑化
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【国道４２号の渋滞損失時間】【国道４２号の交通量と混雑度】

１割減少

国道42号の
混雑解消

注）開通前：H17渋滞損失時間
開通後：H18渋滞損失時間

交通量観測地点
大宮大台ＩＣ

勢和多気ＩＣ

当該路線の供用により、国道４２号の混雑が解消

注）開通前：H17道路交通センサス
開通後：H18年6月交通量調査

■大宮大台ＩＣおよび近畿自動車道紀勢線の整備により、国道４２号大宮大台ＩＣ周辺の区間では、混雑
度の低下、渋滞損失時間の減少など、交通状況が改善されました。
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：交通量観測地点

：事故率算出区間

２）奥伊勢地域の交通安全性の向上

【国道４２号の死傷事故率】

国道４２号が安全安心で使いやすい道路に！！

３．評価の視点

■大宮大台ＩＣおよび近畿自動車道紀勢線の供用（勢和多気IC～大宮大台IC)により、大型貨物が国道４

２号から近畿自動車道紀勢線に転換し、国道４２号における大型貨物交通量が約３割減少しました。

■大型貨物交通量が減少したこと等により、国道４２号（近畿自動車道紀勢線並行区間）の死傷事故率が

約５割減少し、交通の安全性が大幅に向上しました。

－５－

注）平成17年道路交通センサス
調査単位区間番号1054の事故データ

死傷事故が
約５割減少

注）開通前：平成17年道路交通センサス

開通後：平成18年6月交通量調査
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【国道４２号の類型別死傷事故件数】

構成比で
約20％減少

追突事故が
約５割減少

注）平成17年道路交通センサス
調査単位区間番号1054の事故データ

注）調査単位区間番号1054の事故データ
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山田赤十字病院

松阪中央総合病院

大台町役場

大宮大台ＩＣ

勢和多気ＩＣ

大台町役場 ⇔ 松阪中央総合病院
(第二次救急医療施設)

大台町役場 ⇔ 山田赤十字病院
(第三次救急医療施設)

高次救急医療施設へ
約３０分以内で到着が可能に！！

【高次救急医療施設への搬送時間】

７分短縮

７分短縮

注）開通前：道路時刻表05

開通後：道路時刻表07

●● 関係者の声 ●●
・高次医療施設へ転院を行う場合、紀勢線の利用により、患者さんの負担が
軽減されました。また、同行する医師の拘束時間も短くなり、医師の負担も
軽減されています。（病院関係者）

３．評価の視点

－６－

大宮大台IC～勢和多気IC区

間も高速利用が可能となり、

大台町から高次医療施設ま

での所要時間が短縮

凡 例

：IC供用前のルート

：IC供用後のルート

３）交通の利便性向上

■奥伊勢地域の主要な幹線道路は国道４２号のみで、高次救急医療施設への移動に時間を要しています。

■大宮大台ＩＣおよび近畿自動車道紀勢線の整備により、大台町から松阪市、伊勢市への移動時間が短縮

され 、高次救急医療施設に約３０分で到達可能となりました。

◇救命救急の利便性が向上



大台町・大紀町常住者の通勤・通学先までの所要時間

【所要時間別の通勤・通学人口の変化】

注）H17年度国勢調査

３．評価の視点

－７－

＜凡例＞

500人～

200～500人

50～200人

松阪市
1,324人

津市
273人

伊勢市
282人

多気町
514人

紀北町
267人

明和町
71人

玉城町
117人

尾鷲市
61人

【大台町・大紀町常住者の通勤・通学流動】

21%

61%

16%

2%

～15分未満

15～30分

30～60分

60分以上

《開通前》

《開通後》

大宮大台IC供用により、約

43%の人が新たに30分以内

で通勤・通学が可能に

勢和多気IC～大宮大台IC間

約9分短縮（19分→10分）

注）開通前：道路時刻表05

開通後：道路時刻表07

大台町
大紀町

大宮大台IC

勢和多気IC

総数（人）
自市町村で
従業・通学

他市町村で
従業・通学

大台町 5,906 3,514（59％） 2,392（41％）

大紀町 5,353 3,404（64％） 1,949（36％）

■大台町・大紀町常住の従業・通学者数

◇通勤・通学の利便性が向上

■大台町・大紀町の自町外の通勤・通学者は約４割で、その割合が大きいのは松阪市・多気町。

■大宮大台ＩＣおよび近畿自動車道紀勢線の整備により、大台町・大紀町から他市町村への通勤・通学者

の内、新たに約４割（39％→82％）の人が30分以内での移動が可能になりました。

通勤・通学流動が多いのは大宮大

台IC関連、紀勢線整備により、時間

短縮が見込まれる松阪市、多気町

21%

18%

52%

9%



４）地域の活性化
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熊野古道
世界遺産登録（H16.7）

【三重県南部への観光入込客数の推移】

観光客は
近年増加傾向

●● 関係者の声 ●●

・紀勢線（勢和多気IC～大宮大台IC）の開通に伴い、
運行ルートを紀勢道に変更しました。その結果、名
古屋～熊野間の所要時間が１５～２０分短縮してい
ます。（H18年度ヒアリング結果）

・紀勢道や伊勢道はかなり定時性・確実性が高く、熊
野古道など名古屋からのバスツアーに時間のゆとり
が生まれています 。(高速バス事業者、H21年度ヒア
リング結果）

出典：三重県観光局
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【三重県南部地域への来訪者の出発地】

中京圏、関西等県外からの
来訪者が５割以上

出典：紀勢国道事務所ヒヤリング調査より

熊野古道

３．評価の視点

－８－

■大宮大台ＩＣおよび近畿自動車道紀勢線の整備により、 ｢熊野古道｣をはじめとした歴史文化遺産や自然
景観を有する三重県南部地域（奥伊勢地域含む）への観光入込客数の増加に寄与しています。

■近畿自動車道紀勢線の開通による所要時間の短縮により、中京圏や関西等の県外からの来訪者が多くみら
れます。また、高速バスの近畿自動車道紀勢線利用により、定時性確保・移動時間短縮など利便性の向上が
実感されています。

＜名古屋南紀高速バスの利用者数＞

49

54．6

大宮大台IC供用（H18年3月）

大宮大台IC供用（H18年3月）

増加傾向
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大宮大台IC 紀勢大内山IC

■大宮大台ＩＣの本線である近畿自動車

道紀勢線は、平成１７年度に伊勢自動車

道と接続しました。

■近畿自動車道紀勢線では整備が進み、

平成２０年度には紀勢大内山ＩＣまで延

伸しました。

■大宮大台ＩＣ周辺における各町村では年々人口が減少し、高齢化率は増加傾向にあります。

■今後も高齢化は進展することが予測され、救急医療施設への搬送を円滑に行う必要があります。

（２）社会経済情勢の変化

１）広域ネットワークの進展

【紀勢線(大宮大台IC、紀勢大内山IC)出入り交通量】

注）H18、19、21年度：年度1年間の日平均交通量
H20年度：H21.2～H21.3:の２ヶ月の日平均交通量
H22年度：H22.4.1～H22.10.31の７ヶ月の日平均交通量

２）人口の変化

●大宮大台ＩＣ周辺地域の人口推移 ●大宮大台ＩＣ周辺地域の高齢化率の推移

３．評価の視点

－９－注）S60～H17：国勢調査 H22：住基台帳登録人口（H22.3.31時点）

紀勢大内山IC供用
（H21.2供用）

高速道路無料化社会実験

大宮大台IC

勢和多気IC

H18.3供用
至

伊
勢

至 名古屋

H21.2供用

紀伊長島IC

紀勢大内山IC

海山IC

尾鷲北IC

至 熊野

H24供用予定

H25供用予定

H23供用予定

増加傾向

伊勢自動車道

Ｈ12年 Ｈ17年 Ｈ42年



３．対応方針（案）

○今後の事業評価の必要性

○改善措置の必要性

○同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

平成１７年度の完成から一定期間（５年間）が経過したことから、以下の視点で事後評価を行いました。

大宮大台ＩＣ関連は事業が完了しており、当初の整備目的どおりの効果が発現していることから、今後
の事後評価の必要性はないと考えます。

大宮大台ＩＣ関連事業は、当初の整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要性はない
と考えます。

本事業は当初の整備目的どおりの効果を確認していることから、同種事業の計画・調査のあり方の見直
しの必要はないと考えます。
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